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守口市におけるニホンミツバチの生息状況

菅原 道夫

伝統的養蜂として主に山間地で続けられてき

た二ホンミツバチの飼育は山間地の過疎化に伴

い飼育されている蜂群の減少と共に,森林の植

林によってその自然群の減少も憂慮されている

(岡田 1985,岡田 1990).

一方,在来種のニホンミツパテの保護と増殖

そして研究を目的として飼育を始める人も増え

ていると言う (中村 1996).

わが家のお墓にニホンミツパテが巣を作った

こと (菅原 1996)をきっかけに,山間部で減

少 していると言われるニホンミツバチが市街地

にどれほど生息しているのか,また,できれば

そのニホンミツバチを自宅で飼育 してみたいと

いう願望からこの調査に取り組んだ.

1.市街地としての守口市

守口市は大阪府の北東部に位置し,大阪市に

隣接する (図 1).北部に淀川が流れ,南部には

花博が開催された鶴見緑地公園がある.市内に

は所々に,木が茂る寺や神社があるが他は家屋

が密集 している.田や畑はここ数年の間に著し

く減少 し周辺部にわずかに残る程度である.

それでも秋には公園の空き地や淀川の河川敷 e

にセイタカアワダチソウが花をっけるし,初春

にはウメの花が所々の家の庭に見られる.

2.駆除対象としてのニホンミツパテ

守口市には市役所に環境衛生事務所がある.

"公園の木にケムシが発生 した''"下水にカが発

生 した"などという通報に対処 している. ミツ

バチの駆除も環境衛生事務所の作業項目に含ま

れていた.分蜂群は職員が掃除機で蜂を吸い取

り,巣はシロアリ駆除を行っている業者に委託
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図2 巣,分蜂の見られた場所



蓑 1 守口市におけるニホンミツバチの生息状況

場所 (概況) 年月日 住所 経過

1 巣 神社の社の天井裏に存在｡直径 30cmはど

2 果 神社のクスの木の幹に巣が存在する

3 巣 神村二のクスの木の幹に巣が存在する

4 巣 神社の社の天井薮にあった

5 巣 蔵の味下に存在 した.幅 90cm巣板 8板からなる

6 巣 倉庫の天井壷に見 られた

7 巣 お墓の墓石のなかに見 られた

8 分蜂群 巣から5m離れたサクラの幹に集まる

9 巣 お寺の大イチョウの幹に存在する

0 巣 お寺の墓石の中に存在

1 巣 神社の社務所の天井歪に見 られた.大きい

12 巣

13 分蜂

14 巣

15 分蜂

16 分蜂

17 巣

民家の屋根表に存在

群 民家

民家

群 マ ンション

群 民家

民家

'96,4,29 守口市金EEImT6-15 昏区除

●96,4継続 守口市金田町6-15 数年前から存在

'96,4継続 守口市金EEli町6-15 数年前から存在

■95,5,20 守口市佐大中町7-16 駆除

'96,4,27 守口市大久保町4-22 駆除,捕社

'95,6,28 守口市大ET町3-4 駆除

'95,7,10 守口市八雲北川71-21 尽区除 (3年間存続)

'95,4,21 守口市八雲町 ト20 厚区除,捕雄.8月に逃亡

'96,7継続 守lj市竜阻通り115 10数年前から存在

'96,7,20 守口市竜田通り1-5 駆除,捕牡

'96,5,11 守口市高瀬町 1-2 塔区除

r95,4,21 守口市高瀬町3143 駆除

■95,4,19 守口市大宮通り2-21 駆除

'95,6,21 守口市寺方錦通2-26 駆除

'95,4,20 守口市南寺万乗通り5-80 駆除

'95,5,17 守口市南寺万乗通り2-27 質区除

'95,5,22 守口市繭寺方東通り2112 好区除

して取 り除いている.

ミツバチのBj区除の依頼 は4-6月に集中す

る.分蜂期と雄蜂が巣の周辺を飛び回る時期に

駆除依頼がくるのであろう.

1995年度の ミツバチ堪区除の実績を教えても

らい,通報者にそのミツパテが二ホンミツバチ

であったか聞き取 り調査をした.1996年度は

通報があったすべての現場を訪れ,蜂の群れを

観察,捕獲 した.その結果を表 1,図 2に示す.

表 1,図 2, に見られるように守口市全域で

二ホンミツバチの生息が確認できた.馬区除依頼

のあったミツバチはすべてニホンミツパテであ

った.守口市内でセイヨウミツバチが飼育され

ている例は聞いたことがないし,市内に咲くウ

メや淀川のセイタカアワダチソウにはニホンミ

ツバチしか見られないことから,守口市内には

現在ニホンミツパテだけが生息していると考え

られる.

図4 幹 の中 に巣 を作 られた クスの木



19

図5 蔵の床下の巣

3.ミツバチの生息状態

1996年 4月から通報のあった巣は次の通り

である.加えてわが家のお墓の巣についても報

告をする.

･守口市東部,金田町の津嶋部神社には3つの

巣が見られた (1,2,3).境内には10数本のク

スの木があり,本殿から離れた小さな杜 (図3)

の天井裏と2本のクスの木 (周り2m位)の幹

の中に巣 (図4)が存在 した.

参拝の妨げになるので社の巣は撤去した.大

きさ30cm程,1年前に分蜂した群れと思われ

る.

･守口市東部,大久保町の民家の蔵の床下 (5)

にも巣 (図 5)は見られた.蔵の土台の石垣か

ら蜂が出入りし,出入り口が頻繁に人が通行す

る道路に面 しているため巣の馬区除が依頼され

た.30cmの床板 3枚分,90cmの幅,地面から

40cmの空間に8枚の巣板を持つ巣が形成され

ていた.

･守口市中央部,竜EEl通りの難宗寺の境内には

2つの巣が見られた (9,10).大阪府の天然記

念物に指定されている大イチョウ (樹令 400

年)の地上 5mのところにあいた幹の空洞 (図

6) に蜂は出入りしていた.数年前に蜂を駆除

しようとしてその空洞に火を付けた新聞紙を投

入したが,蜂は馬区除できずそのままになってい

る.10数年この巣は存続 しているらしい.

境内の墓石のなかの巣 (図 7)は,墓石が少

し傾いているのを正す事と同時に撤去すること

が計画された.納骨空間いっぱいに作られた巣

図6 大イチョウの幹に見られた-チの出入りする穴

がクレーンにより墓石とともに持ち上がり,蜂

と巣を取り込むことができた.

･守口市南西部,高瀬町の高瀬神社,社務所の

天井裏に巣 (図8)は見られた.蜂は屋根の瓦

の隙間から出入りしていた.天井板をはずすと

巨大な巣が現れた.60×50cm,厚さ50cm.巣

の表面に蜂がびっしり付いていて巣板がどのよ

うに並んでいるのかさえわからない.巣を取り

除き,次の日,巣を取り除いた後に集まった蜂

を掃除機で吸い取る.蜂の総重量 938.3g(働き

蜂 100匹4.7g雄蜂 10匹 1.1g)この巣におけ

る働き蜂と雄蜂の比率は480:27であったの

で,ほぼ 17800匹の蜂を吸い取ったことにな

る.巣を取 り除くときにも多くの蜂が死んでい

るのでこの巣には2万匹以上の蜂がいたと思

われる.

･守口市北西部,八雲北町の墓地の墓石の中に

栄 (図9)が見られた (7).1年間で納骨空間い

っぱいの大きさになり,3年間存続した.分蜂

が 1995年 4月に見られた (8).

図 7 お墓の巣



20

図 8 社務所の天井裏に作 られた巣

4.守口市内の二ホンミツバチ

暖冬,猛暑と言われた 1994,1995年に比べ

ると冬が比較的寒かった 1996年は駆除依頼が

少ないという.特に分蜂群の駆除依頼がなかっ

た.

6kmX4km の長方形に入ってしまう守口市

内で毎年 5個以上の巣が駆除される.いくら駆

除されても駆除できない巣からの分蜂によって

毎年新しい巣が作られているのであろう.守口

市内では, ミツバチは採蜜域を重ね合わせ生活

していると思われる.

自然破壊が進む中で野生のニホンミツパテが

名古屋近郊-入 り込んできている (丹羽,

1988), という報告と同様に守口市内でもニホ

ンミツバチは人による駆除をかいくぐり立派に

生息していると思われる.

最後に情報を提供していただいた守口市環境

事務所山田 勇所長に感謝いたします.

(〒570 守口市八芸北町 ト29-5)
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図9 わが家のお墓の巣

SUGAHARA,MICrllO.DistributionofApiscerana

japonicain MoriguchiCity,OsakaPrefecture.
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MoriguchiCityislocatedinnortheasternpart

ofOsakaPrefecture,and theenvironmentis

typlCallysuburbanizedyearbyyear.Theclty

offlCeforenvlrOnmentandpublichygienehas

duty tocontrolinsectsI)otheringhumanlife,

suchascaterpillarsandmosquitoes.andhoney-

beesarealsoincludedinthelist.Theauthor

reported2yearsrecordofrequestsfrom citi-

zensforcontrollinghoneybeesinthiscity.

Allof17coloniesorswarm clustersfound

andcontrolledwereofJapanesehoneybee,Apis

ceranajaDonica.Therewasnocommercialbee-

keepersandnoA.meLliferaforagersonflowers

werefound,thushoneybeesllVinginthiscity

islimited to only thenativehoneybee,and

coloniessurvivedandweresavedfrom control

byhumancontinuetoproduceswarmsevery

year･


